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ア インクモデルにおけ る低温加熱開始法の効果

富江ハス子

〔(社) 日本 家政 学 会

［ 目的］低温(20 ℃) 加熱開始法（L.M) による5 0名生鮮卵液のゲルは、高温（85  ,90 ℃）加熱

開始法(  H.  M  ）によるゲルより も、「 す 」が顕著に減少することを すでに報告した。そこ

で 、L . M が調理時 間と燃料 の節減およ び安全性の点でH  . M に勝れていることから 、実際

調理への応 用を 試みることを 目的としてカ スタードプ ディングのモデ ル配合液を 試料とし

て 、L.  M の「 す 」減少効果を 検討した 。
ｒ方 法] カスタード

プ ディン グの基本的材料である 鶏卵 、牛乳、砂槍を含む４種の卵液す

なわち 、希釈卵液、牛 乳希釈卵 液、砂糖添加希釈卵液 、砂 糖添加牛乳希釈卵液の各液につ

い て 、１ 種ごとに同一 水槽でH.  M　 とL.  M　 によ るゲルを 同時調製し「 す 」の減少効果を

調ぺた。試 料mm を1  Offllずつ試 験管に 入れ、所定 温度・時間、水浴加熱した。そ のゲ ル横断

面の「 す」の数を 計測し、H  . M　 と の比較においてL  . M　 の「 す 」の減少効果を 判定した 。

併せてゲ ルの歪み一応力およ び卵液の 凝固点を測 定した 。

［ 結果 ］牛 乳希釈卵液 、砂糖添 加希 釈卵液 、砂糖 添加牛 乳希釈卵液 のい ずれにお いても

L.  M はH.  M に対して「 す 」の減少効果が明らかに みとめられた 。その減少率は、卵液の

種類による差がみとめられ 、希釈mm がもっ とも高く砂糖添加牛乳希釈卵液におい て低い

傾向にあ った 。しかし 、各卵液 試料間の「 す 」の数はH.  M において 差が大きく、L.  M に

おい て僅差であった 。なお 、ゲル強 度は 、L.  M がH.  M より 若干大きい 傾向にあ った 。
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卵 白 の 膨 化 性 に 関 す る 研 究

東 京 学 芸 大 教 育　 伊 東 梼 枝　 〇 石 川 由 里 子

的　 先 に ，　 卵 白 構 成 タ ン パ ク 質ovalbumin が 卵 白 の 膨 化 に 関 与 し て い る こ と を 報 告 し

近 年.  卵 白 の 膨 化 性 を ， 卵 白 タ ン パ ク 責 個 々 の 機 能 上 の 特 性 か ら 明 ら か にし よ う と す

究 が み ら れ る 。し かし ，い ず れ も 小 麦 粉 等 の 副 材 料 を 添 加し た ケ ーキ に つ い て 行 な っ

も の が 多 く ， メ レ ン グ 単独 の 膨化 性 につ い て 検 討 し た 報 告 はほ と んど ない 。 そ こ で 水 研

で は ，o  V a 1 b u
。i
 n　とc  o n a 1 b u。i nを そ れぞ れ 精 製 し ， ま ず そ れら の 性 状 を 調 べ た 。 次 に ，

こ れ ら の 精 製 物 を 単 独 あ る い(4  混 合 し て 用い て 卵 白 の 焼 メ レ ン グ に 準じ て 調 製し ， 両 タ ン

パ ク 質 の 膨 化 等 の 機 能 特 性 を 明 ら か に する こ と を 目 的 と し て 実 験 を 行な っ た。

方 法　 ①ovalbu ●in（OVB ）. conalbu ●in（CON ） の 精 製　 生 卵 白 よ り 硫安 半 飽 和 で 分 画し ，

各 区 分 をDEAE-Cellulose お よ びCM-Ce1lulose に よ り 溶 出 し た 。 溶 出 液 は,     Disc お よ びSDS

電%  泳 動 に よ り 爽 雑 タ ン パ ク 責 の 有 無 を 確 認し た 後, 濃 縮.    凍 結 乾 燥 し た 。 ②試 料 の 調 製

所 定 の 配 合 創 合 で 作 っ た タン パ ク 溶 液 を 用い て ， 前 報 の 方 法 に 従 っ て 調 製し た 。 ③測 定

方 法　 体 積： 菜 種 法.  膨 化 率： 焙 焼 前 の 体 積 ／ 焙 焼 後 の 体 積 で 算出,     Tex ．特 性 値 ：TEXTUR

OXETER に よ っ た 。 卵 白 タ ン パ ク 質 の 熱 変 性 ：Disc お よ び　SOS 電 気 泳 動 法 に より 調 べ た 。

結 果　 ①OVB  ，CON そ れ ぞ れ 単 独 に 用 い て 調 製 し た メ レ ン グ は 状 態 が 著し く 異 な っ た が ，

こ れ ら を 焙 焼し た 場 合 に は い ず れ も 膨 化 し た 。し か し ， 膨 化 の状 態 も か なり 異 な る こ と が

わ か っ た･。 ②OVB とCON を 混 合 し て 調 製 し た場 合 ， 配 合 割 合 と 膨 化 率 お よ びTex  . 特 性 値 と
の 間 に 相 関 が 認 めら れ た 。 ③OVB に は ，加 熱 に よ る 変 性 が 電%  泳 動 上 か ら は ほ と ん ど 認 め

ら れ な か っ た 。 一 方 のCON に は. 変 性 が 認 め ら れ た 。


